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紹
介後

藤
昭
雄
監
修

。
大
阪
大
学
三
宝
感
応
要
略
録
研
究
会
編

『
金
剛
寺
本

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
の
研
究
』

勢
田
　
道
生

遼

・
非
濁
撰

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
（以
下
、
適
宜

『要
略
録
』
と
す
る
）

は
、
い
わ
ゆ
る
逸
存
書
の
一
つ
で
あ
る
が
、
我
が
国
へ
は
そ
の
成
立
後
、
早

く
に
将
来
さ
れ
、
買
「昔
物
語
集
』
・
コ
一国
伝
記
』
な
ど
の
説
話
集
を
は
じ

め
、
中
世
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
書
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
に
お
い
て
、
後
藤
昭
雄
氏
を
中
心
と
し
て
平

成
三
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
以
来
研
究
を
重
ね
て
き
た
大
阪
大
学
三
宝
感
応

要
略
録
研
究
会
に
お
け
る
、
金
剛
寺
本

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
に
つ
い
て
の

研
究
成
果
を
ま
と
め
た
上
、
関
連
論
考
三
編
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
後
藤

氏
の
大
阪
大
学
退
職
の
記
念
と
し
て
企
画
さ
れ
、
氏
の
監
修
の
も
と
刊
行
さ

れ
た
。
な
お
、
研
究
会
の
結
成
か
ら
本
書
刊
行
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、

本
書
所
収
、
海
野
圭
介
氏

「大
阪
大
学
三
宝
感
応
要
略
録
研
究
会
の
歩
み
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

本
書
が
対
象
と
す
る

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
金
剛
寺
本
は
、
後
藤
氏
の
見

出
さ
れ
た
も
の
で
、
上
巻
の
み
の
残
欠
本
な
が
ら
、
仁
平
元

（
一
一
五

一
）

年
の
書
写
奥
書
を
も
ち
、
現
存
の
知
ら
れ
る
伝
本
の
う
ち
、
書
写
年
代
の
判

明
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
金
剛
寺
本

の
影
印
と
翻
刻
に
加
え
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

（寿
永
三
年
写
）
と
慶
安
三
年

版
本
と
に
よ
る
校
異
が
示
さ
れ
た
上
、
校
訂
本
文
と
こ
れ
に
基
づ
く
訓
読
文

が
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
慶
安
版
本
の
影
印
が
付
さ
れ
、
利
用
の
便
が
図
ら

れ
て
い
る
。

論
考
編
と
し
て
収
め
ら
れ
る
の
は
、
以
下
の
三
編
で
あ
る
。

山
崎
淳
氏

「
フ

一宝
感
応
要
略
録
』
類
話

・
出
典
注
記
関
連
記
事

一
覧
」

は
、
金
剛
寺
本

の
存
す
る
上
巻
に
つ
い
て
、
『
要
略
録
』
各
話
の
出
典
注
記

や
類
話
に
関
す
る
情
報
を

一
覧
に
し
た
も
の
。
『
要
略
録
』
の
成
り
立
ち
や

享
受
に
つ
い
て
、
検
討
の
手
掛
か
り
と
し
て
参
照
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

後
藤
昭
雄
氏

「
金
剛
寺
本

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
金
剛
寺
本
を
め
ぐ

っ

て
」
（初
出

『
説
話
論
集
』

一
四
、
清
文
堂
、
平
成

一
六
年
）
は
、
金
剛
寺

本
と
尊
経
閣
本
お
よ
び
慶
安
版
本
と
を
比
較
検
討
し
、
金
剛
寺
本
の
価
値
を

測
定
す
る
も
の
。
金
剛
寺
本
は
、
尊
経
閣
本
と
同
様
、
誤
写

。
誤
脱
を
免
れ

な
い
が
、
こ
の
二
本
が
相
補
い
、
好
適
な
本
文
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る
。

荒
木
浩
氏

「
家
「
昔
物
語
集
』
に
於
け
る

『
三
宝
感
応
要
略
録
』
続
紹
」

は
、
『今
昔
物
語
集
』
が
仏
法
伝
来
史
を
い
か
に
描
い
た
か
、
『
要
略
録
』
利

用
の
観
点
か
ら
そ
の
様
相
を
探
る
。
国
「
昔
』
の
震
旦
仏
法
伝
来
史
の
転
回

点
が
、
『
要
略
録
』
依
拠
の
偏
差
と
即
応
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
『今
昔
』
に

お
け
る

『
要
略
録
』
利
用
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
に
富
む
。

本
書
に
先
ん
じ
て
刊
行
さ
れ
た
小
林
保
治
氏

・
李
銘
敬
氏
著

『
日
本
仏
教

説
話
集
の
源
流
』
（勉
誠
出
版
、
平
成

一
九
年
）
に
は
、
李
氏
に
よ
る

『
要

略
録
』
に
つ
い
て
の
諸
論
考
と
と
も
に
、
尊
経
閣
本
の
翻
刻
と
訓
読
文
と
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
に
続
き
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
『
要

略
録
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
研
究
環
境
は
整

っ
た
と
い
え
る
。
今
後
の
研



究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年

一
二
月
、
二
七
二
頁
、　
王
ハ
、
八
〇
〇
円
）

―
本
学
博
士
後
期
課
程
―


